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陸上装備研究所システム研究部 

戦闘車両システム研究室 

防衛技官 本多 啓介 

軽量戦闘車両システムの研究 
（防護構造車体）について 
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１．コンセプト 

２．背景 

３．軽量戦闘車両システムの特徴 

４．防護構造車体の特徴 

５．防護構造車体 

６．まとめ 

発表内容 
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 この相反する性能の両立が軽量戦闘車両システム

の課題。 

 高脅威地域において軽量戦闘車両システムの安全

性を確認するために必要な機能を付加。 

コンセプト 

● 軽量コンパクトかつ新たな脅威や多様な事態に対応 



4 

軽量戦闘車両システムの特徴 
 

直接照準射撃 

間接照準射撃 

輸送機に搭載可能 

UAV ※ 

防護構造車体 
※UAV : Unmanned Aerial Vehicle 

軽量戦闘車両 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://gamejam.img.jugem.jp/20100210_1293414.jpg&imgrefurl=http://gamejam.jugem.jp/?eid=1539&usg=__tvKGgAbPzjBIjTZFReupE8sGF-k=&h=250&w=458&sz=13&hl=ja&start=13&zoom=1&tbnid=QaEFRKE3hnBioM:&tbnh=70&tbnw=128&ei=O85pTonhBemOmQW7ohk&prev=/images?q=future+soldier&hl=ja&sa=N&gbv=2&tbm=isch&itbs=1�
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://2.bp.blogspot.com/_JLrHgxwxtYE/S-Y8lPSdCWI/AAAAAAAAAcI/0ah4a9JduPE/s1600/Soldier.jpg&imgrefurl=http://uncreativelamename.blogspot.com/2010/05/future-soldier.html&usg=__poUgyraEsZtI4o75107JPgJ73Q0=&h=1600&w=1236&sz=91&hl=ja&start=11&zoom=1&tbnid=12Xns0_LN-ZJ-M:&tbnh=150&tbnw=116&ei=O85pTonhBemOmQW7ohk&prev=/images?q=future+soldier&hl=ja&sa=N&gbv=2&tbm=isch&itbs=1�
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（１）MRAP ※車両 （２） HMMWV ※ 

背景：IED等の爆発物による被害の状況 
 

※MRAP:耐地雷・待ち伏せ攻撃防護車 
※HMMWV: 高機動多用途装輪車両 出典:ALJAZEERA.net 
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防護構造車体（耐爆車体） 
・車体底板構造 
・衝撃吸収構造 
・衝撃吸収座席 

車高可変型懸架装置 
（インホイールモータ） 
・車体地上高可変構造 

防護構造車体の特徴 
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研究試作（その２） 

 研究試作（その１） 
  （H22-24年度） 
 
 

システム設計 

システム設計 
（その２） 

低反動試験砲（基本機構部） 

試験弾 

防護構造車体 
（ﾓｰﾀ・ｲﾝﾊﾞｰﾀ） 

研究試作の概要 

シミュレーションモデル 

（H23-25年度） 
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①LCV※中核型 ②LCV※耐爆型 ③LCV※中核派生型 

火砲 搭載 非搭載 搭載 

乗車人員 4名 ～10名 4名 

全備質量 16t 16t 20t 

耐爆性 △ ○ ○ 

※ LCV : Lightweight Combat Vehicle（軽量戦闘車両） 

防護構造車体（耐爆車体） 

システム設計条件 



  IED等の爆発の影響を受ける車体の底板、衝撃吸収構
造、床板、座席等から、人体が受ける影響及び車体内での
人体の挙動を把握 
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衝撃緩和座席 

床下緩衝材 緩衝床板 

乗員への被害の軽減 

IED等の爆発 

・爆風による衝撃 
・破片の飛散 

底板の貫通防止 

防護構造車体（耐爆車体） 
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爆心からの距離による爆風ピーク圧力 

防護構造車体（耐爆車体） 

STANAG ※ 4569 level4 相当 

※STANAG： （NATO）加盟国間の装備規格 
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車体地上高可変構造 

従来型車両 車体地上高可変構造 



研究試作品の概要 

インホイールモータ 
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防護構造車体（ﾓｰﾀ・ｲﾝﾊﾞｰﾀ） 

インバータ 



インホイールモータの特徴 

防護構造車体（ﾓｰﾀ・ｲﾝﾊﾞｰﾀ） 

従来型車両 
動力伝達装置 

インホイールモータを採用することにより、 
車高の可変化が可能 

独立分散駆動型電気駆動システムを採用 
することにより、動力伝達装置が不要とな 
り、乗員スペースの拡大が可能 

懸架装置 

防護構造車体への検討の幅が広がることから、 
乗員の安全性を格段に上げることが可能 
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防護構造車体（ﾓｰﾀ・ｲﾝﾊﾞｰﾀ） 

動力性能の検討例 

駆動輪回転数 N 

駆
動

輪
ト

ル
ク

 
Ｔ

 
瞬時最大トルク：瞬間時にもっとも厳しい超堤時
のトルク 

最高回転数：最高速度時の回転数 

短時間時定格トルク：登坂時のトルク 

インホイールモータの仕様へ反映 
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３軸車両（６輪）【ＬＣＶ※中核型、ＬＣＶ※耐爆型】 

ＬＣＶ※中核型 ＬＣＶ※耐爆型 

１輪当り短時
間最大トルク 

１２．９ｋＮ以上 １２．９ｋＮ以上 

防護構造車体（ﾓｰﾀ・ｲﾝﾊﾞｰﾀ） 

Θ：31°（６０％登坂） 
μ：０．７（路面摩擦係数） 
RG：走行抵抗 
RRｉ：各軸の転がり抵抗 
Wｉ：第ｉ軸垂直抗力 
Fｉ：各軸の最大駆動力 
ｒｄ：タイヤ動負荷半径 

   （０．５３ｍ） 

短時間最大トルクの検討例 

瞬時最大トルク 

Σ Fｉ（θ） ≧ Ｒ（θ） 
Ｔ ＝ Ｆ × ｒｄ ×／２ ／ １０００ ［ｋＮｍ］ 

※ LCV : 軽量戦闘車両 
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軽量戦闘車両システム（イメージ） 
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１．車両乗員防護のために、車体地上高可変構造、

車体底板構造、衝撃吸収構造、衝撃吸収座席に関

する研究を実施中 

 

２．車体地上高を可変にし、車内配置の自由度を

増すため、インホイールモータ駆動装置を試作中 

 

３．今後、インホイールモータについて、トルク

特性、出力特性、寸法等に関する技術資料を得る

ことにより、その実現性を確認する予定 

 

まとめ 
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